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　カローリング競技は､２年前の「ねんりんピック富山 2018」で採択
されたことに伴い､第29回大会（平成30年）から本大会に加わりまし
た。氷上のスポーツ「カーリング」からヒントを得て、平成５年６月に誕
生したインドアスポーツで、年齢、性別、体力に関係なく気軽に競技
ができます。年々競技人口も増えつつあり､令和元年10月の静岡県カ
ローリング協会の発足とともに､当財団理事長杯第１回大会も開催
され､県内各地で活動が広まっています。今年は､新型コロナウイル
ス感染予防のため、選手も役員もマスク着用で頑張りました！！

「第31回静岡県すこやか長寿祭スポーツ・文化交流大会」カローリング大会が、
７月24日に藤枝市体育館にて開催されました。

表紙の説明

コロナに負けない  自宅でできる長寿力向上体操DVD作成

8月  東海道由比宿 歴史散歩

17
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健康長寿で高齢期をいきいきと
静岡県健康づくり食生活推進協議会 渡邉  良子 会長

静岡県健康づくり食生活推進協議会会長
静岡市食生活改善推進協議会会長
全国食生活改善推進員協議会理事

　
食
は
命
の
源
で
あ
り
、
長
寿
社

会
と
な
っ
た
現
在
、
健
や
か
に
生

き
る
た
め
に
は
食
生
活
を
ど
の
よ

う
に
す
る
か
が
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
健
康
的
な
食
事
や
規
則
正
し
い

生
活
を
心
が
け
、
低
栄
養
や
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動

器
症
候
群
）、
認
知
症
な
ど
を
予
防

し
、健
康
寿
命
を
延
ば
し
、寝
た
き

り
や
介
護
が
必
要
に
な
る
期
間
を

短
く
し
た
い
も
の
で
す
。

　
年
齢
と
と
も
に
、
身
体
的
な
能

力
や
精
神
的
な
機
能
が
あ
る
程
度

低
下
す
る
の
は
や
む
を
得
な
い
こ

と
で
す
が
、
何
も
し
な
い
で
い
る

と
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
心
身

の
衰
え
が
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
高
齢
者
は
、
体
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、
少
食
に
な
っ
た
り
食
事
が

偏
っ
た
り
、買
い
物
や
料
理
が
お
っ

く
う
に
な
っ
た
り
で
自
分
で
気
づ

か
な
い
う
ち
に
低
栄
養
状
態
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
低
栄
養
に
な
る
と
、
抵
抗
力
が

低
下
し
、風
邪
か
ら
肺
炎
な
ど
の
病

気
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
、軽
い
病

気
で
も
回
復
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
。予
防
の
た
め
に
は
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
１
日
３
食
し
っ
か
り

摂
る
こ
と
で
す
。特
に
高
齢
者
は
た

ん
ぱ
く
質
が
不
足
が
ち
な
の
で
肉

や
魚
、卵
な
ど
を
十
分
に
摂
る
こ
と

が
大
事
で
す
。体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

と
き
な
ど
は
、数
回
に
分
け
て
食
べ

た
り
、お
か
ず
を
優
先
し
た
り
、お

や
つ
を
食
べ
る
な
ど
工
夫
を
す
る

と
良
い
で
す
。ま
た
、骨
や
関
節
、筋

肉
な
ど
体
を
支
え
た
り
、動
か
し
た

り
す
る
運
動
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
牛
乳
・

乳
製
品
や
静
岡
特
産
の
し
ら
す
干

し
、小
松
菜
、ひ
じ
き
な
ど
を
摂
り
、

ス
ク
ワ
ッ
ト
や
歩
行
を
毎
日
す
る

こ
と
で
足
腰
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

　
超
高
齢
化
の
日
本
で
は
、
85
歳

の
約
半
数
、
95
歳
以
上
の
８
割
が

認
知
症
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。誰
も
が
認
知
症
に
か
か
る

可
能
性
が
あ
り
、
予
防
に
努
め
て

安
心
し
て
地
域
で
過
ご
せ
る
よ
う

に
支
え
あ
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
当
協
議
会
で
も
、「
生
涯
骨
太
教

室
」、「
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
」を

は
じ
め
低
栄
養
予
防
と
第
3
の
居

場
所
作
り
と
し
て
、
加
入
し
て
い

る
全
23
市
町
協
議
会
で「
シ
ニ
ア

カ
フ
ェ
」
を
一
昨
年
よ
り
開
催
し

て
い
ま
す
。会
員
の
家
で
の
お
茶

会
形
式
や
学
習
交
流
館
な
ど
大
勢

が
集
ま
れ
る
場
所
を
利
用
し
て
、

低
栄
養
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
の
講
話

や
体
操
、
踊
り
な
ど
で
体
を
動
か

し
、
ド
リ
ル
を
使
用
し
て
脳
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

　
楽
し
く
健
康
で
心
豊
か
な
生
活

の
実
現
に
向
け
て
当
協
議
会
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
る
「
私
た
ち
の

健
康
は
私
た
ち
で
」
を
合
言
葉
に

地
域
の
方
た
ち
の
健
康
づ
く
り
を

応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。生活習慣病予防教室での高齢者の「健口体操」

憩いの広場

わた  なべ　　　りょう   こ

プロフィール
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ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
活
動
を
通
じ

て
県
内
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と

生
き
が
い
づ
く
り
、
参
加
選
手
間

の
交
流
促
進
を
目
的
と
し
た｢
第

31
回
静
岡
県
す
こ
や
か
長
寿
祭
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会｣

を
開

催
中
で
す
。

　
今
回
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
当
初
の

４
月
12
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の

会
期
を
、大
幅
に
延
期
・
変
更
し
た

ほ
か
、
４
月
23
日
の
総
合
開
会
式

は
開
催
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
本
大
会
は
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２
０（
10
〜
11
月

岐
阜
県
会
場
）」
の
本
県
の
代
表
選

考
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
が
、
６
月

24
日
に
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
１
年

延
期
が
、
厚
生
労
働
省
・
岐
阜
県

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、令
和
３
年
３
月

ま
で
会
期
を
延
長
し
、
そ
の
間
に

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２
１
」

の
選
考
を
兼
ね
て
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
過
去
30
回
の
長
い
歴
史
の
中
で

初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
競
技

団
体
・
県
・
財
団
が
一
体
と
な
り
、

３
密
回
避
や
人
数
制
限
、
検
温
・

手
指
消
毒
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
、

創
意
工
夫
を
し
た
大
会
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
28
日
の
俳
句
に
始
ま
り
、

36
競
技
（
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス

吹
矢
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
の
２
競

技
が
新
規
競
技
）を
、
エ
コ
パ
を
は

じ
め
県
内
各
地
に
お
い
て
順
次
開

催
し
て
い
ま
す
。マ
ラ
ソ
ン
、
テ
ニ

ス
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
自
粛
疲
れ

を
感
じ
さ
せ
な
い
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
と
の
闘
い

第
31
回
静
岡
県
す
こ
や
か
長
寿
祭

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ･

文
化
交
流
大
会

特  報

競
技
の
様
子

マラソン

7/4 清水総合運動場 7/3･10 有度山総合公園
※7/1・7雨天順延

6/28 あざれあ
サッカー テニス 俳　句

※サーモグラフィーによる検温、手指消毒、注意喚起看板、
　3密を避けるための人数制限及び控室テントを多く設置7/2エコパ補助競技場
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オセロ ディスクゴルフ ゴルフ

グラウンド・ゴルフ ペタンク カローリング

太極拳 健康マージャン ターゲット･バードゴルフ

ソフトボール オリエンテーリング バウンドテニス

８月までに開催した16競技の模様を紹介しました。
自粛期間中は、それぞれの活動が制限されましたが、この大会で久しぶりに仲間
とともに時間を過ごすことができ、お互いの絆が一層深まりあったと思います。
新型コロナウイルス感染症の影響は、今後もしばらく続くと思われますが、引き
続き新しい生活様式を取り入れ、９月以降残りの20競技を開催する予定です。

7/24 焼津市総合体育館 7/23 静岡労政会館
※専用の飛沫防止シールドを使用

7/19 静岡市東新田スポーツ広場

7/4 静岡市北部体育館7/5静岡大学静岡キャンパス内7/19・8/9 静岡市田町緑地スポーツ広場
※7/18・25雨天順延

8/3 島田市グラウンド・ゴルフ場
※7/8・14雨天順延

7/25伊豆の国市韮山運動公園、
8/16三島市浄化センター広場

7/24 藤枝市民体育館

8/30 シズウエル
※専用の飛沫防止シールドを使用

8/23 富士山こどもの国 8/5 藤枝ゴルフクラブ

※7/25雨天途中順延



静岡県すこやか長寿祭スポーツ･文化交流大会の歴史振り返り

平成２年度に９競技で開始した本大会は、回を重ねるたびに競技種目が増え、第31回の令和２年
度には３６競技となりました。
多くの競技団体・関係者の皆様に支えられ、伝統ある大会に成長することができました。

6すこやか長寿 87号

大会回数
年度
卓　球
テニス

ソフトテニス
ソフトボール
ゲートボール
ベタンク
ゴルフ
弓　道
剣　道

グラウンド･ゴルフ
サッカー

ソフトバレーボール
ボウリング
軟式野球
囲　碁
将　棋
なぎなた
マラソン

バウンドテニス
太極拳

ダンススポーツ
ターゲット･バードゴルフ
オリエンテーリング
水　泳

ウォークラリー
健康マージャン
オセロ
かるた

パークゴルフ
インディアカ
ラグビー
俳　句

ビーチボール
カローリング
川　柳
合気道
民　謡

スポーツウエルネス吹矢
ディスクゴルフ

計

1～2 回 3回 4回 5回 6回 7回8～13回 14回15～16回17回18回 19～20回 21～23 回24回25～27回 28回 29回 30回 31回

9　11  12  13  14  18  20  21  23  25  25  26  27  28  29  32  34  36  36

終了

終了
終了

H2～3
年度 4年度 6年度 7年度8年度 15年度 18年度 19年度 25年度 29年度 30年度 R1年度 2年度5年度 9～14

年度
16～17
年度

20～21
年度

22～24
年度

26～28
年度



第3回大会（平成4年度）の模様（ぎんもくせい第6号より）
この年から当財団が大会運営を担当することになりました。

10回目の記念大会です。

7 すこやか長寿 87号

第10回大会（平成11年度）の模様（すこやか･ぎんもくせい第34号より）
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第14回大会（平成15年度）の模様（すこやか長寿第14号より）
3年後に本県でのねんりんピック開催を控え、競技数も年々増加し（この年は21競技）、充実してきました。

第23回大会（平成24年度）の模様
（すこやか長寿第55号より）

当財団創立20周年の記念大会です。

第17回大会（平成18年度）の模様
（すこやか長寿第31号より）

ねんりんピック本県開催の年の大会です。
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第30回大会（平成31（令和元）年度）の模様（すこやか長寿第83号より）

多くの皆様の記録や記憶とともに､
平成の時代を歩んできた本大会。
令和の新しい時代においても､多
くの皆様が生きがいと健康づくり
を支援できるよう､邁進してまいり
ます。
今後とも皆様の御支援･御協力を
賜りますよう､お願い申し上げます。

令和3年度の「第32回すこやか長
寿祭スポーツ･文化交流大会」は､
令和3年9月から令和4年3月ま
での間に､開催する予定です。令和
4年11月開催予定の「ねんりんピッ
クかながわ 2022」の代表選考会
を兼ねます。
多くの皆様の御参加をお待ちして
おります。

30回目の記念大会です。総合開会式をグランシップで盛大に開催しました。
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腰
痛
・
下
肢
痛
・
歩
行
障
害
は
し
ば
し

ば
お
目
に
か
か
る
症
状
で
す
。今
回
は
こ

れ
ら
の
症
状
を
来
す
原
因
と
し
て
最
も
頻

度
が
高
い
二
つ
の
病
気
に
つ
き
、
そ
の
症

状
と
現
在
行
わ
れ
て
い
る
治
療
法
を
紹
介

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
に
つ
い
て

《
症
状
と
経
過
》

　
脊
柱
管
と
は
ヒ
ト
の
背
骨
の
部
分
で
、そ

の
中
に
神
経
組
織
を
入
れ
て
い
る
空
間
の

事
を
こ
う
呼
び
ま
す
。こ
の
空
間
が
様
々
な

原
因
や
加
齢
に
よ
り
狭
く
な
り
、こ
の
部
に

含
ま
れ
て
い
る
神
経
組
織
が
障
害
さ
れ
て

く
る
状
態
が
、脊
柱
管
狭
窄
症
で
す
。

　
症
状
と
し
て
は
、
腰
痛
・
下
肢
痛
・
歩

行
障
害
が
主
な
も
の
で
す
。こ
の
病
気
に

お
け
る
下
肢
痛
の
特
徴
と
し
て
は
、安
静

時
に
は
症
状
が
軽
度
か
無
く
て
、
歩
行
に

よ
り
誘
発
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
い
わ

ゆ
る
間
歇
性
跛
行
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
下
肢
症
状
は
、
腰
部
の
前
屈
姿

勢
で
軽
快
し
、
後
屈
姿
勢
の
保
持
で
増
悪

す
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。そ
の
た
め
に
、

「
歩
行
は
つ
ら
い
が
自
転
車
に
は
い
く
ら

で
も
乗
れ
る
」
と
か
、「
台
所
仕
事
が
立
っ

て
は
出
来
な
く
な
り
、
椅
子
に
腰
か
け
て

こ
な
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
症
状
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、
病
状
が
進

む
と
、
排
便
・
排
尿
症
状
も
伴
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。症
状
は
数
か
月
か
ら
数
年
の

経
過
で
出
現
す
る
こ
と
が
多
く
、
一
度
出

現
す
る
と
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
と
は
異
な

り
、
自
然
に
軽
快
す
る
こ
と
は
少
な
く
、

徐
々
に
進
行
す
る
こ
と
が
通
常
で
す
。

《
治
療
法
》

　
症
状
の
程
度
が
軽
度
の
場
合
に
は
、プ
ロ

ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
Ｅ
１
製
剤
の
内
服
に
て
、

症
状
の
軽
減
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、こ

れ
の
内
服
が
お
す
す
め
で
す
。こ
の
内
服
を

数
か
月
継
続
し
て
も
症
状
の
軽
減
が
得
ら

れ
な
い
場
合
や
、む
し
ろ
進
行
す
る
場
合
に

は
、
外
科
的
治
療
が
お
す
す
め
で
す
。あ
ま

り
症
状
が
進
行
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
の

手
術
効
果
は
、そ
れ
ほ
ど
満
足
の
行
く
も
の

で
は
な
い
こ
と
が
ま
ま
あ
り
ま
す
。手
術
法

に
関
し
て
は
、狭
窄
の
程
度
・
原
因
に
応
じ

て
、
圧
迫
部
位
の
骨
を
削
る
方
法
か
ら
、
背

骨
の
固
定
術
ま
で
加
え
る
方
法
ま
で
、幾
つ

か
の
選
択
肢
が
示
さ
れ
ま
す
。

花北 順哉 副院長プロフィール

昭和48年　京都大学医学部卒業
昭和48年　京都大学医学部
　　　　　  　脳神経外科学教室入局
昭和57年　京都大学医学部附属病院助手
昭和59年　静岡県立総合病院脳神経外科医長
平成  9 年   同 第二診療部長
平成 15 年   藤枝平成記念病院副院長　　　　
　　　　　  　兼脊髄脊椎疾患治療センター長

前日本脊髄外科学会理事長
第 17 回日本脊髄外科学会会長
第 47 回日本脊髄障害医学会会長を務める

腰
痛･

下
肢
痛･

歩
行
障
害
に

　
　
　
　
対
す
る
治
療
法
の
現
在

花
北  

順
哉 

さ
ん

せ
き
ち
ゅ
う
か
ん

せ
き
ち
ゅ
う
か
ん
き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

か
ん 

せ
つ  

せ
い 

は
こ
う

藤
枝
平
成
記
念
病
院
副
院
長

健康はつらつゼミ健康はつらつゼミ

は
な   

き
た　

  　

じ
ゅ
ん   

や



11 すこやか長寿 87号

●
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
つ
い
て

《
症
状
と
経
過
》

　
腰
痛
・
下
肢
痛
の
原
因
と
し
て
は
、
腰

部
脊
柱
管
よ
り
も
年
齢
が
若
い
方
に
も
み

ら
れ
る
も
の
で
、椎
間
板
の
一
部
が
膨
隆
・

脱
出
し
て
周
辺
の
神
経
を
圧
迫
し
て
症
状

が
出
ま
す
。通
常
は
腰
痛
が
ま
ず
先
行
し
、

数
日
経
過
し
て
か
ら
下
肢
へ
の
放
散
痛
が

生
じ
ま
す
。椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
確
定
診

断
に
際
し
て
は
M
R
I
検
査
に
て
最
も
信

頼
に
値
す
る
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。腰
部

脊
柱
管
狭
窄
症
と
は
異
な
り
、
椎
間
板
ヘ

ル
ニ
ア
の
患
者
さ
ん
の
８
割
程
度
の
方

は
、
自
然
経
過
で
症
状
の
軽
快
が
得
ら
れ

ま
す
の
で
、治
療
法
の
原
則
は
ま
ず
は
、内

服
や
理
学
的
療
法
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

《
治
療
法
》

　
症
状
が
自
然
経
過
で
軽
快
し
て
こ
な
い

残
り
の
２
割
の
方
に
対
し
て
は
、
痛
み
の

程
度
が
激
烈
で
発
症
間
も
な
い
方
に
は
、

腰
部
や
神
経
周
辺
に
局
所
麻
酔
剤
を
注
入

す
る
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。内

服
・
理
学
的
療
法
・
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
を
３

か
月
程
度
試
み
て
も
治
療
効
果
が
見
ら
れ

な
い
場
合
に
は
、
次
の
段
階
の
治
療
法
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
治
療
法
と

し
て
は
、
ヘ
ル
ニ
コ
ア
の
髄
核
内
注
入
療

法
、内
視
鏡
下
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
摘
出
術
・

手
術
用
顕
微
鏡
下
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
摘
出

術
等
が
選
択
肢
と
し
て
あ
り
ま
す
。

〜
ヘ
ル
ニ
コ
ア
注
入
療
法
〜

　
ヘ
ル
ニ
コ
ア
の
注
入
療
法
は
、わ
が
国
で

開
発
さ
れ
た
も
の
で
、局
所
麻
酔
下
に
椎
間

板
内
に
針
を
穿
刺
し
、椎
間
板
の
一
部
を
融

解
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
神
経
へ
の
圧
迫
を

和
ら
げ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。せ
い

ぜ
い
１
泊
入
院
程
度
で
済
み
、リ
ス
ク
も
少

な
い
事
か
ら
、今
後
か
な
り
普
及
す
る
療
法

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、
薬
剤
の
性

質
上
、生
涯
で
１
回
限
り
し
か
投
与
で
き
な

い
と
い
う
点
が
課
題
で
す
。

〜
内
視
鏡
下
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
摘
出
術
〜

　
内
視
鏡
下
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
摘
出
術
も

こ
こ
数
年
前
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。手
術
手
技
の
認
定
制
度
が

あ
る
た
め
に
、
多
く
の
病
院
で
手
術
が
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

認
定
医
が
行
っ
た
治
療
で
は
良
い
術
後

成
績
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

〜
手
術
用
顕
微
鏡
下
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摘
出
術
〜

　
手
術
用
顕
微
鏡
下
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
摘

出
術
は
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
全
て
の
タ

イ
プ
に
施
行
可
能
な
も
の
で
、
こ
の
病
気

に
対
す
る
最
も
基
本
的
な
術
式
で
、
安
定

し
た
手
術
成
績
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
術
式
も
、
満
足
の
ゆ
く
治
療

成
績
が
得
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
数
％
の

頻
度
で
再
発
が
あ
る
こ
と
、
極
ま
れ
に
は

重
篤
な
手
術
合
併
症
も
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
術
前
の
十
分
な
説
明
の
も
と
に
治
療

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ぼ
う
り
ゅ
う

ず
い 

か
く 

な
い

せ
ん
し

健康はつらつゼミ
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令
和
元
年
に
開
催
さ
れ
た
「
静

岡
県
す
こ
や
か
長
寿
祭
第
20
回
熟

年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会
」に
お
い
て
、

「『
私
の
人
生
経
験
』
八
十
路
を
歩

ん
で
」
の
作
品
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
さ
れ
た
上
野
昌
子
さ
ん

（
82
）に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

 （
安
藤
）
準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。さ
ま
ざ

ま
な
悲
し
い
出
来
事
を
乗
り
越

え
、
周
囲
の
人
と
関
わ
る
大
切
さ

を
表
現
さ
れ
た
内
容
に
は
大
変
感

動
し
心
打
た
れ
ま
し
た
。当
作
品

の
応
募
の
き
っ
か
け
は
？

 （
上
野
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
役
員
で
広

報
の
責
任
者
を
引
き
受
け
る
事
と

な
り
、
現
在
ま
で
の
自
分
の
人
生

を
ま
と
め
て
書
い
て
み
る
事
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　
そ
の
原
稿
を
２
年
前
の
熟
年

メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会
で
「
は
つ
ら
つ

賞
」を
受
賞
さ
れ
た
友
人
が
み
て
、

応
募
を
勧
め
て
く
だ
さ
り
、
今
回

応
募
い
た
し
ま
し
た
。

 （
安
藤
）
上
野
さ
ん
の
強
い
心
と
、

広
い
視
野
の
根
源
は…

ど
の
よ
う

に
形
成
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

 （
上
野
）
明
治
生
ま
れ
の
母
親
は
、

山
間
地
よ
り
約
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
学
校
に
歩
い
て
通
い
、
教

師
と
な
り
ま
し
た
。長
女
の
私
を

生
ん
で
か
ら
は
、
家
庭
に
入
り
５

人
の
子
供
を
育
て
、
父
を
早
く
亡

く
し
、
苦
労
し
て
き
た
母
の
姿
を

見
て
育
ち
ま
し
た
。

　
そ
の
母
が
口
癖
の
よ
う
に
「
為

せ
ば
成
る 

為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ 

何

事
も…

」と
言
い
続
け
、
努
力
す
る

事
を
教
わ
り
、「
冬
は
必
ず
春
と
な

る
」と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

 （
安
藤
）
準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
後

…

御
自
身
に
何
か
変
化
は
、
ま
た 

周
り
の
反
響
は
？

 （
上
野
）
居
場
所
「
よ
っ
て
こ
駅

前
」
代
表
の
仁
科
幸
子
さ
ん
と
共

に
、
伊
豆
市
長
に
受
賞
の
報
告
に

行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ

の
事
が
地
元
の
伊
豆
日
々
新
聞
で

一
面
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
で
、

多
く
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
電
話

や
お
便
り
を
頂
き
ま
し
た
。こ
の

よ
う
な
賞
を
頂
く
と
は
夢
に
も

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

わ
た
く
し
本
人
が
一
番
戸
惑
っ
て

い
ま
す
。

 （
安
藤
）上
野
さ
ん
の
信
念
、
人
生

観
、
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

 （
上
野
）
全
て
が
自
分
を
成
長
さ

せ
て
く
れ
る
因
と
捉
え
、「
冬
は
必

ず
春
と
な
る
」を
信
じ
て
、絶
対
に

後
悔
は
し
な
い
と
、
自
分
の
で
き

る
最
善
を
尽
く
し
、
一
つ
一
つ
乗

り
越
え
て
き
た
つ
も
り
で
す
。舅

の
認
知
症
で
家
族
の
大
変
さ
を
味

わ
い
ま
し
た
。自
分
は
そ
う
な
ら

な
い
と
決
め
、
よ
り
多
く
の
人
と

会
い
、そ
し
て
身
体
を
動
か
し「
ピ

ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
」
で
終
わ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 （
安
藤
）「
冬
は
必
ず
春
と
な
る…

」

素
晴
ら
し
い
言
葉
で
す
ね
。上
野
さ

ん
の
ま
す
ま
す
の
御
活
躍
と
御
健

康
を
願
っ
て
い
ま
す
。本
日
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
中
伊
豆
地
区 

生
き
が
い
特
派
員

　
　
　
　
　
　
　
安
藤
　
智
章
）

修善寺駅前コミュニティ会館内

﹁
冬
は
必
ず…

春
と
な
る
﹂

上
野  

昌
子 

さ
ん

︵
伊
豆
市
︶

地域密着情報 特派員だより①

う
え     

の　

  　

  

ま
さ    

こ

い
ん
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―

退
職
後
、「
自
治
会
長
」
を
引
き

受
け
た
こ
と
で
、
地
域
活
動
に
興

味
が
沸
い
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、

「
は
い
、
地
域
の
皆
様
の
御
協
力
を

得
て
、２
年
の
任
期
を
無
事
果
た
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。し
か
し
そ
の

間
、地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
は

大
変
苦
労
も
し
ま
し
た
。ま
た
、
興

味
も
沸
き
ま
し
た
。そ
の
後
、
商
工

会
議
所
主
催「
創
業
塾
」で
地
域
課

題
解
決
の
た
め
の
手
法
、社
会
的
起

業
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。」

―

お
仲
間
と
創
業
塾
Ｏ
Ｂ
会
を
発

足
し
た
の
で
す
か
？

「
は
い
、
が
ん
ば
ろ
う
！
創
業
支
援

研
究
会
を
起
こ
し
ま
し
た
。創
業
し

た
い
仲
間
と
共
に
、
学
習
し
合
い
、

創
業
ま
で
の
道
の
り
等
を
話
し
合

い
、手
助
け
を
す
る
こ
と
が
主
な
仕

事
と
な
り
ま
し
た
。月
１
回
の
学
習

会
の
準
備
は
大
変
で
し
た
が
、良
い

仲
間
に
恵
ま
れ
、続
け
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。商
工
会
議
所
の
活
動
奨

励
も
あ
り
、あ
る
時
期
は
60
名
を
超

え
る
起
業
家
・
起
業
希
望
者
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の

時
、講
師
の
先
生
が
こ
ん
な
活
気
の

あ
る
学
習
会
は
初
め
て
だ
な
ん
て
、

お
褒
め
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。高

齢
者
の
福
祉
事
業
、車
関
連
、障
害

者
事
業
か
ら
飲
食
店
、美
容
院
、企

業
内
の
指
導
員
、政
治
家
等
、多
岐

に
渡
る
方
々
が
参
加
し
、共
に
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。」

―

活
動
の
中
で
御
自
身
が
何
を
大

切
に
し
ま
し
た
か
？

「
は
い
、人
と
人
を
結
び
つ
け
る
こ

と
を
自
分
の
役
割
と
し
て
大
切
に

し
て
い
ま
し
た
。」

―

そ
の
後
、２
度
目
の
自
治
会
長
を

引
き
受
け
ら
れ
て
、地
域
活
動
で
は

何
か
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

「 

は
い
、地
域
の
有
志
を
募
り
、地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
を
結
成

し
、地
域
の
清
掃
美
化
、困
り
ご
と

相
談
等
を
実
践
し
ま
し
た
。あ
る

時
、
公
園
内
の
大
き
な
木
が
倒
れ

て
電
線
が
切
れ
、
停
電
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。信
号
機
も

消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
時
、

有
志
が
集
ま
り
、必
要
な
通
り
の

交
通
整
理
を
始
め
ま
し
た
。ま
た
、

町
内
を
流
れ
て
い
る
川
に
つ
い

て
、
隣
接
す
る
自
治
会
長
と
協
力

し
、
河
川
の
美
化
等
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。」

―

そ
の
時
々
に
よ
い
仲
間
、協
力
者
が

い
た
の
で
す
ね
。―

最
後
に
、こ
れ
か

ら
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 

「
は
い
、
今
で
き
る
こ
と
を
、
楽
し

み
な
が
ら
継
続
で
き
れ
ば
、
い
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。」

―

い
つ
で
も
積
極
的
に
課
題
解
決

に
取
り
組
ま
れ
、そ
の
こ
と
を
生
き

が
い
に
変
え
て
こ
ら
れ
た
山
口
さ

ん
の
傍
に
は
多
く
の
仲
間
が
い
る
。

山
梨
で
一
人
暮
ら
し
の
お
母
様
の

元
に
毎
週
通
い
、お
世
話
に
専
念
し

て
い
ま
す
。お
好
き
な
ブ
ロ
グ
で
日

本
の
政
治
経
済
の
問
題
を
持
論
で

世
に
問
う
こ
と
も
大
切
な
時
間
。

　
健
康
づ
く
り
は
、毎
日
の
散
歩
、

四
季
折
々
の
山
歩
き
を
仲
間
と
楽

し
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
沼
津･

南
駿
地
区 

生
き
が
い
特
派
員

　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
和
男
）

学習会の模様

今
を
生
き
る

や
ま　

ぐ
ち　

  　

  

い
っ  

こ
う

山
口  

一
光 

さ
ん

︵
沼
津
市
︶

地域密着情報 特派員だより②

山頂を目指す

そ
ば
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地
域
の
絆
を
強
め
、
い
ろ
い
ろ

な
人
が
共
に
支
え
合
い
な
が
ら
、

こ
こ
ろ
豊
か
な
日
々
を
送
れ
る
地

域
づ
く
り
に
自
分
の
時
間
を
惜
し

む
こ
と
な
く
注
ぎ
込
ん
で
い
る
山

田
茂
幸
さ
ん
（
76
）。昭
和
50
年
代

に
愛
鷹
山
麓
に
開
発
さ
れ
た
裾
野

市
千
福
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
中
央
部

に
住
ま
い
を
構
え
、現
役
時
代
は
、

大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
研
究
部

門
で
車
両
運
動
性
能
実
験
業
務
一

筋
に
、
会
社
人
間
と
し
て
過
ご
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、リ
タ

イ
ア
を
目
前
に
し
て
奥
さ
ん
を
亡

く
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
を
健
や
か
に

生
き
続
け
る
た
め
に
は
、
趣
味
及

び
社
会
と
の
関
わ
り
が
大
切
と
、

「
写
真
」と
以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ

た「
街
づ
く
り
」に
本
格
的
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
須
山
浅
間
神
社
の
大
改
修
に
伴

う
諸
行
事
の
撮
影
を
依
頼
さ
れ
た

山
田
さ
ん
。写
真
仲
間
と
共
に
撮

影
に
取
り
組
み
、
折
よ
く
こ
の
神

社
が
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
、近
隣
は
勿
論
、遠
く
は
東

京
で
も
写
真
展
を
開
催
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

や
朝
日
新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
報
道

も
な
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
出
版
社

「
千
福
が
丘
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
」を
設

立
し
、写
真
集
を
自
分
で
編
集
・

出
版
。こ
の
後
も
種
々
の
写
真
集

を
続
々
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
街
づ
く
り
で
は
、
現
役
時
代
受

講
さ
れ
た
「
静
岡
県
街
づ
く
り

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」を
始
め
、リ

タ
イ
ア
後
も
数
々
の
講
座
を
受
講

し
実
践
。こ
れ
ら
講
座
受
講
生
仲

間
や
写
真
仲
間
と
の
絆
で
、
自
宅

を
開
放
し
て
の
千
福
が
丘
ア
ー
ト

サ
ロ
ン
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
及
び

「
ハ
ー
ト
サ
ロ
ン
」を
誕
生
さ
せ
、

毎
週
日
・
月
曜
日
に
利
用
料
は
全

て
無
料
で
開
放
。２
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
、絵
画
・
切
り
絵
・
写
真
・

書
な
ど
様
々
な
展
示
会
が
月
替
わ

り
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
の
多
く

の
来
場
者
に
楽
し
ま
れ
て
お
り
、

鑑
賞
後
は
１
階
の
ハ
ー
ト
サ
ロ
ン

で
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
き
、
地
域

の
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
絆
を
基
に
、
事
前
予
約
さ

れ
た
高
齢
者
を
市
内
の
病
院
・

買
い
物
等
に
自
分
の
車
で
送
迎

す
る
町
内
会
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

送
迎
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
さ
れ
る

な
ど
、
種
々
の
活
動
を
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
山
田
さ
ん
の
心
の
支
え
は
、
故

日
野
原
重
明
先
生
の
数
多
く
の
言

葉
だ
そ
う
で
す
。「
や
る
気
よ
り
や

る
こ
と
。や
る
気
が
あ
る
だ
け
で

は
、
や
ら
な
い
の
と
同
じ
で
す
。」、

「
命
と
は
あ
な
た
が
使
え
る
時
間

の
こ
と
で
す
。」、「
小
さ
な
愛
の
行

い
は
、
あ
な
た
の
宝
と
し
て
体
の

う
ち
に
積
ま
れ
ま
す
。」等
々

（
富
士･

富
士
宮･

北
駿
地
区 

生
き
が
い
特
派
員

　
　
　
　
　
　
　
渡
邊
　
英
機
）

「千福が丘アートサロン」

私の居場所「ハートサロン」

趣
味
の
写
真
と
街
づ
く
り
を
ま
っ
し
ぐ
ら

　
心
の
支
え
は
日
野
原
先
生
の
言
葉

山
田  

茂
幸 

さ
ん

︵
裾
野
市
︶

地域密着情報 特派員だより③
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東
海
道
五
十
三
次
の
25
番
目
の

宿
場
と
し
て
栄
え
た
掛
川
市
日
坂

に
あ
る
高
齢
者
サ
ロ
ン
「
元
気
の

つ
ど
い
」（
代
表
者
：
袴
田
重
由
さ

ん
）を
御
紹
介
し
ま
す
。

　
当
サ
ロ
ン
は
、
３
月
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
日
々

の
活
動
を
自
粛
し
て
い
ま
し
た

が
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ

た
の
を
機
に
、
６
月
１
日
か
ら
活

動
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
活
動
方
式
を
模
索
し
な

が
ら
の
活
動
再
開
で
す
が
コ
ロ
ナ

禍
の
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
サ
ロ
ン
「
元
気
の
つ
ど

い
」は
平
成
14
年（
２
０
０
２
年
）

４
月
１
日
に
発
足
し
ま
し
た
。自

宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、

孤
立
化
す
る
こ
と
が
多
い
高
齢
者

が
自
宅
近
く
の
セ
ン
タ
ー
に
集
ま

り
、
ゲ
ー
ム
や
簡
易
な
体
操
、
季

節
の
行
事
な
ど
を
通
し
て
交
流
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
仲
間
づ
く

り
、
生
き
が
い
づ
く
り
が
で
き
る

環
境
を
整
え
、
健
康
維
持
や
認
知

症
予
防
等
の
一
助
に
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
地
区
内
に
居
住
す
る
、

原
則
80
歳
以
上
の
高
齢
者
が
対
象

で
す
。

　
現
在
の
会
員
数
は
30
名
。ス
タ
ッ

フ
21
名
と
日
坂
地
区
福
祉
協
議

会
企
画
委
員
４
名
〜
５
名
。最
高

齢
者
は
男
性
93
歳
、女
性
94
歳
で

男
女
の
内
訳
は
男
性
２
名
、
女
性

28
名
。ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
年

齢
は
65
歳
〜
66
歳
で
男
女
の
内
訳

は
男
性
５
名
、女
性
20
名
で
す
。活

動
日
は
、
毎
月
第
３
土
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
午
前
11
時
で
、
場
所

は
日
坂
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
す
。　

　
今
ま
で
の
活
動
で
は
、
誕
生
会

で
お
祝
い
し
た
り
、
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
・
健
康
吹
矢
・
輪
投
げ
・

ボ
ウ
リ
ン
グ
等
を
楽
し
ん
だ
り
、

小
夜
の
中
山（
静
岡
県
郷
土
唱
歌
）

や
日
坂
馬
子
唄
（
地
域
の
歌
）
を

歌
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。さ
ら

に
端
午
の
節
句
、七
夕
飾
り
、ク
リ

ス
マ
ス
会
、
節
分
の
豆
ま
き
等
の

季
節
の
行
事
を
行
い
、
季
節
感
を

味
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
活
動
再
開
の
６
月
は
３
密
を
回

避
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
で
比
較

的
静
か
に
出
来
る「
あ
ま
び
え
」の

塗
り
絵（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）を
し
、
出

来
上
が
っ
た
塗
り
絵
は
会
場
で
ラ

ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
て
も
ら
い
家
に

持
ち
帰
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
元
気
な
活
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
小
笠･

榛
南
地
区 

生
き
が
い
特
派
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
井 

豊
）

誕生会でお祝い

塗り絵を楽しむ皆さん

は
か
ま
た
し
げ
よ
し

挨拶をする袴田重由代表
はかまたしげよし

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
再
開

高
齢
者
サ
ロ
ン﹁
元
気
の
つ
ど
い
﹂

︵
掛
川
市
︶

地域密着情報 特派員だより④

！
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令
和
元
年
に
開
催
さ
れ
た
「
静

岡
県
す
こ
や
か
長
寿
祭
第
20
回
熟

年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会
」に
お
い
て
、

「
新
た
な
挑
戦
。地
域
と
と
も
に
、

つ
な
が
っ
て
〜
」
と
い
う
作
品
で

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
さ
れ
た
河
合

洋
子
さ
ん（
66
）に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 （
丸
山
）
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。東
日
本
大

震
災
を
き
っ
か
け
に
被
災
地
へ
の

支
援
を
始
め
、
ま
た
そ
の
経
験
を

地
元
の
防
災
に
も
活
か
し
て
い
く

た
め
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
積
志
か
が

や
き
カ
フ
ェ
」を
立
ち
上
げ
、仲
間

の
皆
さ
ん
と
共
に
元
気
に
活
動
を

さ
れ
て
い
る
と
い
う
素
敵
な
お
話

で
し
た
。

 （
河
合
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
聞
に
も
掲
載
を
し
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
を
見
て
お
電
話
を
下

さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
こ

ん
な
に
反
響
が
あ
る
の
か
と
驚
き

ま
し
た
。と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

 （
丸
山
）
受
賞
を
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
何
か
気
持
ち
の
変
化
と

か
は
あ
り
ま
し
た
か
？

 （
河
合
）
そ
う
で
す
ね
。作
品
に
も

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、今

ま
で
の
活
動
に
加
え
て
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、近
々
、日
本
語
教

師
の
資
格
が
取
れ
る
見
通
し
が
で

き
た
の
で
、日
本
に
住
む
外
国
人
の

方
が
災
害
時
に
困
ら
な
い
よ
う
に
、

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。そ
の
よ
う
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
賞
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
の
で
、自
分
の
中
で
一
区

切
り
と
い
う
か
、新
し
い
こ
と
に
挑

戦
す
る
た
め
の
力
を
も
ら
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
ね
。

 （
丸
山
）Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
け
で
は
な
く

民
生
委
員
な
ど
の
活
動
も
な
さ
っ

て
い
る
そ
う
で
す
ね
。大
変
な
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
な
地
域
の
た
め
に
頑
張
ろ
う

と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
ら

く
る
の
で
し
ょ
う
？

 （
河
合
）
教
員
を
し
て
い
た
時
代

か
ら
、
地
域
の
人
達
が
支
え
て
く

れ
た
か
ら
何
と
か
や
っ
て
こ
ら
れ

た
と
い
う
思
い
が
強
く
あ
り
ま

す
。で
す
か
ら
こ
れ
か
ら
は
そ
の

恩
返
し
の
時
期
だ
と
捉
え
て
い

て
、
で
き
る
こ
と
は
頑
張
ろ
う
と

い
う
感
じ
で
す
ね
。

　
で
も
、
肩
肘
張
っ
て
無
理
し
て

で
も
や
ろ
う
と
い
う
の
で
は
な

く
、
ゆ
る
い
感
じ
で
欲
張
ら
ず
着

実
に
行
動
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。「
動
け
ば
、
何
か

が
変
わ
り
、
未
来
に
明
る
い
光
が

射
す
」こ
と
を
信
じ
て
、素
敵
な
仲

間
と
と
も
に
活
動
を
続
け
た
い
で

す
。

 （
丸
山
）と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。最
後
に
、
こ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
読
ま
れ
て
い
る
シ

ニ
ア
世
代
の
方
達
に
何
か
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

 （
河
合
）
元
気
を
保
つ
た
め
に
は

人
と
の
交
流
、
特
に
若
い
人
達
と

の
ふ
れ
あ
い
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。子
ど
も
達
と
か
お
母
さ
ん
世

代
の
人
達
と
も
積
極
的
に
交
わ
っ

て
い
た
だ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
経

験
と
か
生
活
の
知
恵
と
か
を
伝
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。そ
れ

が
た
ぶ
ん
お
互
い
の
生
き
が
い
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま

す
。私
も
そ
う
い
う
お
手
伝
い
を

是
非
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 （
丸
山
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。河
合
さ
ん
の
御
健
康
と
ま
す
ま

す
の
御
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
浜
松
南
部･

湖
西
地
区 

生
き
が
い
特
派
員

丸
山
　
敬)

﹁
支
え
て
く
れ
た

　
　
地
域
の
人
達
に
恩
返
し
を
﹂

河
合  

洋
子 

さ
ん

︵
浜
松
市
︶

地域密着情報 特派員だより⑤
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、制
限
の
あ
る
生
活
が
続
き
、外
出
の
機

会
が
減
り
、
身
体
を
動
か
す
機
会
が
減
っ

て
い
ま
す
。

　
し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団
で
は
、
自
宅

で
も
気
軽
に
で
き
、
健
康
維
持
に
役
立
つ

長
寿
力
向
上
体
操
を
紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

作
成
し
ま
し
た
。こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
県
を
通
じ

て
希
望
す
る
市
町
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
最
近
、
運
動
不
足
に
な
って
い
る
人
は
、

こ
の
長
寿
力
向
上
体
操
で
身
体
と
心
を
リ

フ
レ
ッ
シュ
し
ま
し
ょ
う
。

　
長
寿
力
向
上
体
操
は
、

　

 《
ロ
コ
モ
予
防
》

　 《
腰
痛
予
防
》

　 《
肩
こ
り
予
防
》

　 《
転
倒
予
防
》

　 《
ひ
ざ
痛
予
防
》

　
５
つ
の
項
目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
一つ
の
項
目
は
16
分
か
ら
20
分
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
体
操
は
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
外
出

自
粛
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
で
運
動
不
足
に

な
り
が
ち
な
若
年
層
や
中
年
層
の
方
に
も

お
す
す
め
で
す
。

　
こ
の
長
寿
向
上
体
操
は
当
財
団
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
初
め
て
の
研
修
旅
行

で
、
東
海
道
五
十
三
次
宿
場
町
の

一
つ
、
由
比
の
寺
尾
地
区
を
訪
れ

ま
し
た
。

　
由
比
駅
か
ら
旧
東
海
道
を
徒
歩

で
、「
名
主
の
館　
小
池
邸
」へ
。昔

な
が
ら
の
佇
ま
い
を
感
じ
る
建
物

や
、庭
園
を
見
学
。そ
の
後
、「
あ
か

り
の
博
物
館
」
で
人
々
の
暮
ら
し

と
共
に
変
化
し
た
あ
か
り
に
つ
い

て
、片
山
館
長
か
ら
、お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
午
後
は
、「
由
比
地
す
べ
り
管
理

セ
ン
タ
ー
」で
、
由
比
地
区
の
災
害

の
歴
史
と
こ
れ
ま
で
の
対
策
を
、

職
員
か
ら
説
明
を
伺
い
な
が
ら
見

学
し
ま
し
た
。な
か
な
か
聞
く
こ
と

の
で
き
な
い
お
話
に
皆
さ
ん
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
お
元
気
な
皆
様
に
お

会
い
で
き
、ま
た
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
嬉
し
い
一
日
で
し
た
。

　
五
つ
の
同
好
会

が
活
動
中
。参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

❶
俳
句

❷
太
極
柔
力
球

❸
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド

❹
ユ
ニ
カ
ー
ル

　
（
下
の
写
真
）

❺
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
　

  
自
宅
で
で
き
る
長
寿
力
向
上
体
操
D
V
D
作
成
」

！

東
海
道
由
比
宿

　
　
　
歴
史
散
歩

8
月
21
日

会
員
同
好
会
開
催
中

（
会
員
は
参
加
費
無
料
）

会
員
同
好
会
開
催
中

（
会
員
は
参
加
費
無
料
）

名主の館 小池邸前にて

由比地すべり 管理センター

長寿力向上の取組

財団会員事業レポート
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【シニアクラブの活動】 

 
  

 

シニアクラブに加入して、活動することにより、
健康長寿をめざしましょう 

お家でやってみよう！

TEL 054-254-5225 

●
日 

時  

令
和
２
年
11
月
12
日（
木
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分（
受
付
開
始
13
時
）

●
会 

場  

プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
３
階

　
　
　

   

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
Ｂ

　
　
　

   

沼
津
市
大
手
町
１ｰ

１ｰ

4

　
　
　

  （
Ｊ
Ｒ
沼
津
駅
北
口
徒
歩
3
分
）

●
内 

容  

在
宅
生
活
で
筋
力
が
衰
え

な
い
た
め
の
軽
体
操
の
紹
介
、
講
演

会
・
実
技

講
師　
東
海
大
学
体
育
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
久
保
田 

晃
生　
氏

　

  《
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
公
開
し
ま
す
》

●
入
場
無
料  
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す

●
申
込
・
問
合
せ
先

　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
下
さ
い

　
（
公
財
）し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団

電　
話 

0
5
4ｰ

2
5
3ｰ
4
2
2
1

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
5
4ｰ

2
5
3ｰ

4
2
2
2

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡

大
し
た
場
合
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
御
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　
人
生
を
彩
っ
て
き
た
様
々
な
感
動
や

喜
び
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
輝
か
せ
る

目
標
や
生
き
が
い
な
ど
、
言
葉
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
発
表
し
ま
せ
ん
か
。

●
応
募
資
格  

県
内
在
住
で
、
御
自
分

を
熟
年
と
思
う
方（
グ
ル
ー
プ
も
可
）

●
募
集
テ
ー
マ  

特
に
定
め
な
し

●
応
募
形
式  

文
章（
二
千
文
字
以
内
、

原
稿
用
紙
20×

20
）映
像（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
10

分
以
内
）音
声（
Ｃ
Ｄ
で
10
分
以
内
）

●
応
募
期
限  

令
和
２
年
10
月
20
日（
火
）

　
高
齢
者
の
文
化
活
動
の
促
進
と
ふ
れ

あ
い
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
、

高
齢
者
の
創
作
す
る
作
品
を
募
集
し

ま
す
。「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２
１
」

の
選
考
会
も
兼
ね
ま
す
。

●
応
募
資
格  

県
内
在
住
で
昭
和
37
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
ア
マ
チ
ュ

ア
の
方

●
募
集
部
門  
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、書
、写
真
の
６
部
門

●
応
募
方
法  
出
品
申
込
書
を
提
出

●
応
募
期
限  

令
和
２
年
11
月
20
日（
金
）

●
出
品
料　
１
作
品
二
千
円

財団だより 公益財団法人しずおか健康長寿財団

し
ず
お
か
健
康
づ
く
り

サ
ポ
ー
タ
ー
＆
県
民 

連
携･

協
働
の
つ
ど
い
の
開
催

第
21
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
作
品
募
集

第
24
回
す
こ
や
か
長
寿
祭

　
　
　

美
術
展
作
品
募
集

ご参加
お待ちして
ま～す

〒420-0856 静岡市葵区駿府町1番70号

054-253-4221　　054-253-4222

http://www.kenkouikigai. jpいきがい･仲間づくり情報
財 団 http://www.sukoyaka.or. jp

ikigai@sukoyaka.or.jp

TEL:054ｰ254ｰ5225  FAX:054ｰ254ｰ6510 HP:http://www.senior-club-shizuokaken.jp  

入会・問い合わせは、地域の単位クラブに直接お願いします。最寄りのクラブが わからないときは、お

住まいの市・町シニアクラブ連合会 ( 市町老人クラブ連合会 ) 事務局または､シニアクラブ静岡県（静

岡県老人クラブ連合会）にお問い合わせください。 シニアクラブ静岡県（静岡県老人クラブ連合会） 

＊＊＊入会方法＊＊＊ 
体操は､７つの体操から構成されています。その一部を今回ご
紹介いたします。
映像を見ながら覚えることのできるDVD､音楽のみのCDもありま
すので、購入御希望の方は県老連事務局までご連絡ください。
DVD 2,280円（税込）CD 1,050円（税込） 別途送料が掛かります。
～お申込・お問い合わせ先～ 

「いきいきクラブ
体操」は老人クラ
ブオリジナル体
操です。どんな人
でもできるよう
に「立ってする体
操」と「椅子に座っ
てする体操」の二
通りがあります。

 
 

 
 
 

 

 

 
健康✿友愛✿奉仕 

あなたの参加で 
楽しいクラブづくり 

安全・安心・美しい街を次

世代につなげる活動 

高齢者が相互に支

え合う友愛活動 

生活と地域を豊かにす

る楽しいクラブ活動 

はつらつとした 
クラブづくり 

子育て支援、 
次世代教育への参加 

心とからだの 
健康づくり 
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